教育普及に関わる活動報告 by 寺島 洋子 et al.
教育普及に関わる活動報告
著者 寺島 洋子, 横山 佐紀, 藁谷 祐子
雑誌名 国立西洋美術館報
巻 44
ページ 33-42
発行年 2011-03-31
URL http://id.nii.ac.jp/1263/00000220/
教育普及に関わる活動報告
Report（）n　Educational　Programs
1）常設展関連プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「r・で楽しむクリスマス」
’ll館の所蔵作lIIlllおよび常1没展示に関連して実施されるプログラム　　　　　　卓Lのクリスマス・ツリー作り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　llll芋：12月191i（　1つ　　2（）日（［1）　　1〔｝：00－16：30
嘆術卜一ク　　　　　　　　　　　　　　場所：ワークシ。。プ・ルー1、
所蔵作llllll　5～7点をじっくり鑑賞していく・ボランティア・スタツフによ　　　　参加費：無料
る般向けギャラリートーク開館している日Hiti　Hに実施（2009年度　　　　参加X－：200　7，
より併錬台）
参JJII、K－，276名（411、，D　　　　　　　　　　「クリスマス’キャ゜ル」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クリスマスに教会で歌われる讃）ミ歌などを特集したアカペラのコン
日建築ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サート
ル・コルビュジエ設ill・の本館や前庭を巡る、ボランティア・スタッフに　　　　目時：12Jj191　1（Ii）2（）liqD　lll：00－ll：4（）215：00－15：40
よる・般向け建築ツアー　開館しているII曜日に実施Clil浮約制、　　　場所：本館1階ロビー（常設展人日付近）
2009イ1三起芝よりIJ｝J　／xfT）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f｝1由i：1几illi！，’E々　」へ・ネ矢腸（庚三糸哉
参加者：337名（35回）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　演奏：板倉まなみ（ソプラノ）、川ヒ1リ川［∫・（アルト）、ll∫川泰明（テノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ール）、Ill本悠尋（バス）
■FUN　DAY　2009ファン・デー　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料
ふだん当館にあまり足を運ばない人に来館してもらうために、さまざ　　　　参加者：440名
まなプログラムとともに常設展示室を無料・開放するH，　　　　　　　　　「クリスマス・フオトサービス」
1時：7Jjll［lq・）1211（ID　9・30－17・30　　　　　　　クリスマス・ツリー・揃での記念1∫1彫
場所：本館新館全体゜企piii　」」Q一示飾前庭　　　　　　　rill芋：12月191　i（1，）2011（ID　19、30．IO，30212、OO　一　14，30
プログラム内容：，1ギャラリートーク「常設展・この1点」　　　　　　　　場所：本館1階ロビー
　　　　　　　　、2ウォークラリークイズ　　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料
　　　　　　　　3所蔵作lli“1プリントコーナー　　　　　　　　　　　　参加者：1，0547l
　　　　　　　　I4フォトサービス
　　　　　　　　15建’築ツアー
　　　　　　　　6健築模型を知ろう！　　　　　　　　　　　　　2）特別展関連プログラム
　　　　　　　　7版画の技法　　　　　　　　　　　　　　　　　　年3回開催される特別展に関連して実施される、講演会、シンポジ
　　　　　　　　「8版画展セルフガイド　　　　　　　　　　　　　　　ウム、スライドトーク、ギャラリートーク、コンサートなど
　　　　　　　　9前庭コンサート
参加者：7月ll日＝3，233名、7月12i－i；3，470名　　　　　　　　　　　　　■講演会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll芋1昌」・場∫り〒：14：00－15：30　　ll侍’i；ヒ
匿クリスマス・プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料
「ツリー・デコレーション」
髄に飾ったクリスマス．ツリーのオーナメント作り　　　　［ノレーヴ瑛術館展］
H時・1、1　llll）1・竃：35三　黙鵬鮎撚冬P）LI（金）一繊1∴・猫讐警一サンとそ一品一
場所、本飾階。ピー　　　　　　　　　材すモ畑i杁撒授）
参加1費：無料
参加者：90名
「10分トーク」（クリスマス編）
常設展からクリスマスやキリストに関連する作品1点を取りヒげ、ボ
ランティア・スタッフが10分間トークをします
ll時：12Jj811（火）－1111（金）
　　　1114：00－14：10　214：30－14：40　3㍉15：00－15：10
参JJII費：無料
参加者：269名
35
4月25日（土）　参加者：123名　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ブラングィン展］
「万人の祖国ローマ17世紀美術におけるローマの役割」　　　　　　　　2010年2月23日（火）　13：00－15：30　参加者：48名
石鍋真澄（成城大学教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「博識家ブラングィン」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リビー・ホーナー（美術史家）
5月16日（土）　参加者：ll7名
「17世紀オランダ絵画の内と外」　　　　　　　　　　　　　　　　　2010年3月27目（上）　参加者：65名
幸福輝（国立西洋美術館上席主任研究員）　　　　　　　　　　　　　　「壁面装飾とブラングィン　共楽美術館へ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大屋美那（国立西洋美術館主任研究員）
［ル・コルビュジエと国立西洋美術館展］
6月6日（土）参加者：71名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ギャラリートーク・スライドトーク
「ル・コルビュジエの無限成長美術館　　ムウダネウムから国立西洋　　　　時間・場所：18：00－18：40展示室あるいは講堂
美術館」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料ただし展覧会観覧券が必要
山名善之（東京理科大学准教授）
6月20日（土）　参加者：llO名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ルーヴル美術館展］
「ル・コルビュジエと日本近代建築」　　　　　　　　　　　　　　　　スライドトーク：高城靖之（本展覧会アシスタント・慶慮義塾大学大
松隈洋（京都工芸繊維大学教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　学院）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月10日（金）24日（金）、5月8日（金）22日（金）
6月27口（一ヒ）　参加者：82名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：計514名
「ル・コルビュジエの壁」
林難（ギャルリータイセイ学芸員）　　　　　　［かたちは、うつる展］
7月4日（ヒ）　参加者：86名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギャラリートーク：新藤淳（国立西洋美術館研究員）
「国立西洋美術館とヒ野公園」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月10日（金）、8月7日（金）
ヨコミゾマコト（建築家）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：計64名
［かたちは、うつる展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［古代ローマ帝国展］
7月18日（11）　参加者：58名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スライドトーク：飯塚隆（国立西洋美術館研究補佐員）
「分身と記憶」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10月9日（金）30日（金）・ll月13日（金）27日（金）
港T・尋（多摩美術大学教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：計293名
灘脹懇鷺の翻、隔」　　　［ブZlグィン展］ム　、ノ，
谷川渥（國學院大學教授）　　　　　　　　スライトトーク：小熊佐智伸1晒洋美術館額研ラ脚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2010年3月5日（金）26日（金）
8Jjlll（ヒ）　参加者：72名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：計59名
「情念の形態学　　アビ・ヴァールブルク『ムネモシュネ』の解読」
田中純（東京大学大学院准教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　■コンサート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ル・コルビュジエと国立西洋美術館」
［占代ローマ帝国展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル・コルビュジエと縁の深いクセナキスの曲や、ル・コルビュジエが
10月10日（ヒ）　参加者：145名　　　　　　　　　　　　　　　　　　活躍した時代の名曲をさまざまな打楽器やマリンバ5台で楽しむコ
「アウグストゥスとローマ帝国の誕生」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンサート。青柳il－1　BL（［kl立鮮美術飯）　　　　　　　購，2。。9年6月23日（火）24日（水）18，。。．2。，。。（17、3。1腸）
10月24日（土）　参加者：90名　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：企画展示館ロビー（B2F）
「ローマ人とギリシア美術」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画・トーク：瀧井敬子（東京藝術大学客員教授）
芳賀京f（東北大学大学院准教授）　　　　　　　　　　　　　　　　照明：海藤事務所
ll月14日（上）参加者：114名　　　　　　　　　　　　　　　　　　1寅奏：藤本隆文（東京藝術大学准教授）とマリンバアンサンブル
「栄光のローマ帝国」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　quint（青木沙央・篠田浩美・久米彩音・牧野美沙）
松本宣郎（東北大学名誉教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　　制作アシスタント：金子亜美・菅野仁美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：1，500円
閣灘9史㍊糞縫歴史画読解個去」　　参加者・計1・・名
高梨光正（国立西洋美術館主任研究員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■障がい者のためのプログラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ルーヴル展］［ローマ未来の原風景展］
10月10日（土）　16：00－17：30　参加者：83名　　　　　　　　　　　　　　「ルーヴル美術館展特別鑑賞会」
「出たトコ次第のフリー・トーク青柳館長とHASHI（橋村奉臣）」　　　　　ルーヴル美術館展の作品について・15分程度の概要説明を・ll｝堂
青柳正規（国立西洋美術館長）　　　　　　　　　　　　　　　　　　で行なった後、参加者に白由に鑑賞してもらうプログラム
HASHI（写真家）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li時：4月ll日（土）　18：00－20：00
31
Jl3同実施：｛菱i商8」叶宋式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アメリカ｝
参1∫ll　9’：204名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハネリスト：ロベルト・ガルーフィ（1｛h断復元地」或センター［CPRPI、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イタリア）、河口公男（国、「ノ：西洋）隻争lf館iモ任研究員）、チ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ャールズ・A．カーチャー（カーチャー・アンド・アソシエ圏建築ツアー 　　　　　　　　　　　　　　　例∪ミ、ア、リカ、、ヴラシス．Kコウモウシス（1・．1、ンフ
「ル・コルビュジエと国“’：西洋）隻術衰1物劇　　　　　　　　　　　　　　　　　　テネ大学教授、ギリシャ）、T・／・一ゴ・ニーツァ〔計画復元
ll時：7月1811（D2511（D、8月81BD2211cD　　　　　　　　　　　　　　地域センター、イタリア）、ホール・サマーヴィル（ユーア
　　10：30－12：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ルエスコーポーレーション1孔席地震に学～「、アメリ
馴・樵轍1ヒ会館，．　　　　　姦露務盗瀦記㌶謬禦：㍑
，］’Vi：　1’IIIj：騰儲隈1蹴難　　　　　　ディリ観1興・1地震イリ剛耽重1・トルコ）
参JJ］1、・t　ii・，1鮒　　　　　　　　　　　参JJII　Li？：！i！f，一　li：1・
対象．勧ll禰校・i似1尉57名　　　　　　　参加X－：67名
■創作・体験プログラム
［ル．コルビュジエと国晒減イ繍展］　　　　　　3）ファミリープ゜グラム
「渦いない焔飾休食f田は働に湘！一」　　　　フアミリープ゜グラムは・常設展が1！鮒蹴となる各肋角落1’捌
川・：8J」1711（1」）、19、。。一．12、。。2114，。。－18，。。　　　　i・ll撒こ行なわiLる・常設展・・≧室で利」IJす嫁族］li」けの鑑’i’1’JIJ
噺，樹、ワークショップ．，レー、、　　　　　　　教材「びじゅつ一る」の無1ξこK？　，j一と・コレクシ・ンの鑑賞と倉ll侮ど
繍噺臥（写真家）　　　　　　　　　の鰍がセットになった「どようびじゅつ」があ1）・いずれも孝文ず漕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及室とボランティア・スタッフによって運営、実施されている参加費：無料
対象・参加者：中学生　計12名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■びじゅつ一る
「つくってみよう！身の隻の家」　　　　　　　　　　　　　　　　　美術のことをよく知らない・また）隻術館が初めてという家族を対象
H時：8JJ1311（木）14H（金）　10：00　一　17：00　　　　　　　　　　　　に作られたツールで・常設展にある絵や彫刻を・いろいろな方法で
場所：ワークショップ・ルーム、前庭、L野公園　　　　　　　　　　　　　楽しむための道具やゲームなどが盛り込まれている　今年は7種
講師：鈴木明（建築家・神戸芸術1二科」〈i）．：大学院教授）　　　　　　　　類のツールを貸し出した
参加費：無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象：6－10歳のr’どもと同伴の大人
対象・参力1嗜：高校・kl4名　　　　　　　　　　貸1川：2010｛B1」1：311（ll）2711（D
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間：ll：00－17：3（）（随時・’受付は16：00まで）
．版1由iの技法：デモンストレ＿シ。ン　　　　　　　利賭：計91名
［かたちは、うつる展］
li時：7J］18日（Il）「＄1可版画の技法」、8川H（－D「リトグラフ0）技法」　　　■どようびじゆつ
　　ll：00－（約40分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常設展示室の作品鑑賞とそれに関連する創作や体験がセットにな
場所：企画展示館ロビー（B2F）　　　　　　　　　　　　　　　　　　った申込制プログラム　今年度は、3種類のプログラムを実施した
協力：東京藝術大学｝り文画研究室
参加費：無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ワン・だふる・びじゅつかん」
参加者：計51名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絵に描かれた犬に着日したプログラム　所蔵絵画作tiniiに描かれた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬をL人公とする物語を聞いた後、展示室で犬が描かれた絵画作
■シンポジウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品を鑑賞し、最後は紙袋を利川して犬を作った（内容は51iilとも1司
［占代ローマ帝II｛1展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ淋
「アウグストウスのIll：界戦略」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象：6－10歳のJ”どもと同伴の大人
11［1．V：9月19ii（［1）　　13：30－16：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日ll5：4月ll日（ヒ）　25日（ヒ）・5月9日（ll）
場所：，麟　　　　　　　　　　　　　　llO・°0　ll・30214・00－15・3（）（4／25は’揃のみ）
パネリスト：ロザリア．チャルディエッロ（ナポリ、スオール・オルソ　　　参加者：計69名
　　　　　ラ・ベニンカーサ大学）、ルクレツィア・ウンガロ（ローマ、
　　　　　1；㌧帝広場博物館⊥の、ウンベルト・パツパラルド（ナポリ、　　　「セイビのたても0）再発見1」
　　　　　窺㌃繍矯漁ニンカーサ大学孝胤翻｛　建tlgJ・a）　hi；；．fや柱を臓・コンクリートの粉を蝉ぜ・イ1や貝を埋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め込んでペーパーウェイトを作った　本館に戻・⊃て家族で建物の参加膏：109名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11夫を探し、最後は完成したペーパーウェイトを並べて鑑賞した
［JP．ゲッティ美術館・1玉位西洋美術館共催国際シンポジウム］　　　　　　（内容はIOItilとも1；　fJじ）・
「美術・博物館コレクションの地震対策」　　　　　　　　　　　　　　　対象：6一10歳のrどもと同伴の大人
HH，3：一：7月211i（火）10：3（）－17：00、2211（水）9：30－15：30　　　　　　　日il芋：7月25日（D・8月8日（」二）22日（ヒ）・9」」12U（Il）9JJ2611
場所，灘　　　　　　　　　　　　q二）ill1°：°°－12：°°f214：°°－16：°°
議長、ジェリー．ポダー二（IIC会長、JP．ゲ。テ，美術館f物1存修復家、　参加X－：・i「152名
3S
～ケづh，　v〈c
［lli代ローマ帝国展］
1【時：10JJ21」（金）　18：00－18：40
111奪師：飯塚隆個、71西洋）こ術館研究補佐員）
参加者：41名（他、観覧のみ18名）
［ブラングィン展］
H「1与：2010イ1三3月19日（金）　　18：00－18：40
1溝師：大屋美那（匡1、Z西洋美術館i三任イiJf究員）
t’ ん箆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　．　』、　　　　　　　　　　　’　　　　・　　　　　　　　1
剣■）　　　　　　　　　　一∴
「？どうやって描いたの？」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：6月11日（木）26日（金）　14：00－17：00
展示室の作品を体験型ツールとともに鑑賞しながら、絵の描き方が　　　　場所：東京都現代美術館
さまざまであることを確認した一t次に《石化した森》をヒントに、墨汁　　　参加者：60名
を使って色々な物の形を写し、オリジナル・エコバッグを作った（内
容は8回とも同じ）．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都中学校美術教育研究会東京国、Z近代美術館国、Z西洋
対象、6－1。歳のrどもと1，、Jfi・のノ、人　　　　　　　美棚恰剛iJf修会
川、2。1。・1朋91i（ll）2311（ll）、2月13口（ll）2711（ll）　　塒：12」j281ヨ（月）9・3°－16・°°
　　　110：00－12：00214：00－16：00　　　　　　　　　　　　　　　場所：国、Z西洋美術館
参加K－：。1－115名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：39名
その他に区、市単位で実施した教員研修
参加者：44名（4件）
4）学校関連プログラム
■スクール’ギャラリートーク　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）ボランティア
’li館の常1汰展示作品について・ボランティア゜スタッフが中心となっ　　　　ボランティア・スタッフは、ファミリ＿プログラムとスク＿ル．ギャラリ＿
て実施している」”約制のプログラム　　　　　　　　　　　　　　　　トーク、美術トーク、建築ツアーなどを中心に活動を行なっている
参加κ：2・037名（721’1：〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、活動に必要な知識や技術を身につけるため、年間を通じて随
／こ就学児竜＝43名（2f／1：）・小学生＝1・026名（31件）・中学生＝719名　　　　時研修にも参加している、
〔2gl’D、1’、’1播交4つソ、ヒ＝249名（10f牛）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■i舌重力1ノ寸容
臨爺蔽に灘で行なう一あるいは糊展につ四認齢朔欝畿」におけるト
いての」；約制の解説で教育1午及室が実施している　　　　　　　　　　　クおよび創作などの補助と有志による企画，
参加者二1270名（12件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びじゅつ一る：ツールの貸出業務一
ノ1・”jf：生＝440名（5件）、中学！k＝571名（5件）、高校tll　Lソ、ヒ＝259名（2
件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）スクール・ギャラリートーク（学校関連プログラム欄参照）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校の児童生徒向け対話型トークの実施。
■職場訪問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）GI術トーク（常販展関連プログラム欄参照）
修学旅行あるいは総合学習の・環としてグループで来館する生　　　　’il；設展ギャラリートーク
徒鯛象に・教育版室カミ対応している・　　　　　　腱築ツアー喘窒殿連プ。グラム欄参照）
参脳二83名（17f’D　　　　　　　　　　　ル・コルビュジエが、，矧一した／・、fi官のツァー
中学生＝53名（12件）、高校生以L；30名（5件）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・5その他
．先・Lのための鑑賞プ。グラム　　　　　　　　　●「FUNDAY」7JJIIH（［1）1211（ID
糊展ごとに，」叫桝交滴校の教員鮒象に、蹴会の趣旨や　　ギャラリートーク（所蔵1奇…品のlo州1トーク1およ礎築ツァー
お揃品について贈担当鱗緬な燃　　 q謬二歩1藩謝謝｝竺llll聞
［ルーヴル美術館展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●「クリスマス・プログラム」12月191　1（Il）20i1（ll）
日時：4）」17Fl（金）　18：（）0－18：40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「fで楽しむクリスマス」の補助
i，IV］一師：十｝福輝（国立西洋美術館ヒ席iモ任IUI：究員〉
参加蓄：74名（他、観覧のみ35名）
5（〕
■｛iJl：修と会合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ヒ野ll’石校1奉イ1：1課外授業への協力
lil）jllll（翁）　　　　　・般Ilijけトーク、スクール・ギャラリートーク、　　　　　目時：7月8jl（水）、12月1011（木｝　1411（月）　1811（金）　19日（ll）
　　　　　　　　　　　どようびじゅつ、びじゅつ一るの概要説1リ1　　　　　　　　　2011qD　合計2411斜llj
2羽j2511〔L）　　　　　・期71でランテでアによるギャラリートークを新　　　　　内容：［ケリスマス・フログラム1の補助作業
　　　　　　　　　　規ボランテげが！Ll”J：：　　　　　　　参1」賭：5名
　　　　　　　　　　　旋律∫トーク（ノ）杉呪圏纂とr・川頁μ見1男
35）116日（D　　　新規．ボランテでアによる建築ツアーの模擬ト　　　■東玉1〔大学大学院人文社会系研究科文化資源学研究iJY．攻の教
　　　　　　　　　　一ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　育・liJii究における連イ跨・協ノJ
　　　　　　　　　　建築ツアーの概要とr一川（〔説明　　　　　　　　　　　1｛川lil二4月111－2010年3月3111
・161j711（lD　　　　新麗7！ミランティアによる）隻術トークの模擬ト　　　内容：文化資源学li）1究i，li　J“5／（の・層0）充実と、・：1該研究科の学生
　　　　　　　　　　一ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の資質llll　Lを図り、相lllの教育・研究の交流を促進した．
56月18日（木）　　　どようびじゅつ「セイビのたてもの肖：発見1」
　　　　　　　　　　　トライアル
（‘　11J」2611dl） 与潮じv）つ「？どうやつて描いた゜）’1ト　8）1“版物
712JJ1211（D　　　銅板Plfiの制作体験ワークショ・ソプ（作田富・1・1：、
　　　　　　　　　　東京藝術大学講師）　　　　　　　　　　　　　■左嵯覧会カタログ（＊展覧会の欄参照）
8　12Jjl311（ID　　　　　　li’i』　ヒ
92010年1月30日（1二）びじゆつ一る担・iGボランティアへの手IIll〔説　　　■展覧会作lhllリスト
　　　　　　　　　　明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会の概要と川品作1』ilリストを含む無料配布の作品リスト
102010年2月2511〔イ〈）スクール・ギャラリートークの評flHi　　　　　　　〔かたちは、うつる展］　B4（1つ折り）
112010年3月20日（ヒ）例会・ボランティア交流会　　　　　　　　　　　　二Ilf代ローマ帝国の遺産展］　B4（：つ折り）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lフランク・ブラングィン展］　B4〈：つ折り）
6）インターンシップ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匿ジュニア・パスポート
’iG館では、西洋）ご術に関心をもつ人材の育成と、当館の活動をよ　　　展覧会の人場券を兼ねた小・中学生を対9乏とした展覧会ガイド
り広く理解してもらうことを日的として、大学院生以一kを対象とした　　　　　［かたちは、うつる展］　変形（：つ折り）
インターンシップを実施している　当館職員の指導のもと、研修生　　　　［占代ローマ帝llこ1の遺産展］　B4（四つ折1））
は所蔵作品の調査、展覧会や教育プログラムの企画補助など、そ　　　　［フランク・ブラングィン展］　B4（四つ折り）
れそれが希望する惇門分野に分かれてさまざまな業務に実際に携
わる，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ゼフユロス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当館の展覧会や教育プログラムなどの活動を広報する季1：IJ（年4
［教育普及雪二］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li」Dのニュースレター
インターン：31ヤ1寸JStl里∫一、　I　I　I・イ9萌ヰ芝、’1～；Ill音一「・不火、多頁賀藍J’・、福HI京　　　　　2009イト度：No．39－No．42　A5（8頁）
）り」［llJ：4J∫lli－2010イiモ：3Jj3111
指導：芋島洋r－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（、㍉㍉1∴3洋J’・　・横lll佐紀・藁谷祐f）
内容：1建築をテーマとしたプログラム企画
　　　12本館建設に閃連する資料整理　　　　　　　　　　　　　　　スタッフ・リスト
［絵1由i・彫刻・版lllli素描室］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［教育普及室］
インターン：奥村’潤r一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺島洋」気杖握lllイ左糸己、藁谷材fj孔、前園茂宏、イ左藤1享J’・（客員棚ニラと
斯」Ilij：4月1日一9月30日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重i）
指導：燃直樹　　　　　　　　　　［ボラ。ティア．スタ。フ〕
内容： 轟灘1；1リ欝認諜灘舗睾轍耀　新1階燃まりえ訓イ柵・磯・｛隔憾敬j’一・・JI・　1－．直
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広小川滋、小竿三’（．紀、栗盛i苑r－、1巨広江、澤野H廣・、柴IH才1蒸、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白田詠r－、鈴木山紀、谷日武教、、li嶋lll〔f、長月・靖∫・、中野恵f、
7）他織との連携　　　　　　　　　　1附吸ξ堀鉢り1げ・燗1たまき・測喉・檜谷多｝随’陶朕・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福良見1：」t・、文屋信男、別所恵代、前川ll璽1：哉、道岡丁・穂、三好美智∫㌦、
．棘者1助鶴高衡果外授業へのit，7，、7J　　　　　　鰍裕・怠・lli本こ灘・脚ミサコ・訓好
li時：6月12日（金）、9JJ251［（金）と教育プログラム合計10時間以ヒ
内容：「ル・コルビュジエと1量三位西洋）隻術fi1’｛」関連プログラム参加
参加x’：ll名
ダ
                                                                "Christmas Photo Sers,tice"
1) Programs Related to the Permanent Collection A professional photographer took commemorative pi('tures of visitors iii
                                                                front of the Christmas tree.
iArt Talks 19 and 20 December (Sat. and Sun.) 9:30-10::30, 12:oo-lfli:lo
Art Talks are designed to help adult visitors enjoy our peri-nanent VenUei LObby of Main Building
collection. The volunteer staff conducts Art Talks every sunday when Free Ofcharge
the museum is open, and they focus on five to seven art works on Participants: 1,054
display,
Total Participants: 276 (41 talks)
                                                                2) Programs Related to Special Exhibitions
NArchitectural Tours
This program is designed to help adult visitors enjoy the museum -Lectures
buildings. The volunteer staff conducts Architectural TourS everY AII l4:OO - 15:30, Auditorium, free of charge
Sunday when the museum is open, and they focus on the Main Building
and Forecourt Garden, which were designed by Le Corbusier.
                                                               A series of lectures related to the exhibition "The Louvre"Total Participants: 337 (35 tours)
                                                                "The Poet Marino and the Printmaker Brio: Various Issues Related to
                                                               Poussin and his Early Works"-FUN DAY 2009 Saburo Kimura (Professor, Nihon University)
A two-day program consisting of a variety of events and free access to 4 April (Sat.)
the Permapgnt Collection Galleries hgld. to encourgge tlioSe whO dOn't participants: 67
normally visit the museum to venture inside for the first time.
Dates: 11 and 12 July CSat, and Sun.) 9:30-17:30 "Rome, Fatherland of the Myriad: The Role of Rome in 17th Century
Venue: Museum Collection Galleries Arts"Programs: I. Gallery Talks "One Work in the Permanent Collection Masumi lshinabe (Professor, SeijoUniversity)
           Galleries" 25 April (Sat,)         2. Walk Rally Quiz Participants: 123         3. Art Work Print Corner
         4. Photo Service "The lns and Outs of 17th Century Dutch Painting"         5. Architectural Tour Akira Kofuku (Senior Curator, NMWA)
         6･ Let"s Get to Know Architectural Models! 16 May (SaO
         7. Printing Techniques Participants: 117
         8. Print Exhibition Self-6uided
         9. Forecourt Concerts Aseries of lectures related to the exhibition "Le Corbusier and
Participants: 11 July: 13,2311,12 July: 3,470 NMWA"
                                                               "Le Corbusiet's tMuseum of Unlimited Expansion' Concept: From the
-Christmas Programs Mundanaeum to The National Museum of Western Art, Tokyo"
                                                               Yoshiyuki Yamana (Associate Professor, Tokyo University of Science)
"Tree Decoration" 6June (Sat.)Participants made ornaments for Christmas trees in the forecourt, Participants: 71
27-29 November, 4-6 and 11-113 December ( AII Fri.-Sun:)
Venue: Lobby of Main Building "`Le Corbusier and Modern Japanese Architecture"
Free of charge Hiroshi Matsukuma (Professor, Kyoto lnstitute of Technology)Participants: 90 20 June (Sat.)                                                               Participants: 110
"10-minute Talks - Christmas Edition"
Memt)ers of the volunteer staff presented lo-minute talks on one work in "Le COrbusi.er's Walls". . .the Permanent Collection Galleries, focusing on works related to LeCtUrer: Misa Hayashi (Curator, GalerieTaisei)Christmas or the life of Christ. C*In Japanese) 27 June (Sat)
8-11 December (Tue.-Fri.) 14:OO14:10, 14:3o-14:4o, ls:oo-ls:lo Participants: 82
:ZeramXregg86g iC'i Ai,e.V,g t"t':a.'.M,x.s?u.IJ}, ftl, .W,?gtern Arti Tokyo and Ueno Park"
"Hand-made Christmas Fun-Making Tabletop Christmas Trees" 4July (Sat･)
Participants made their own small tabletop christmas trees. painting, PartiCiPantSi 86
decorating, L`Let's make our own original tree,"
19 and 20 December (Sat. and Sun.) 10:OO-I6:30 Aseries of lectures related to the exhibition "Iconomorphosis"
Venue: Workshop room `tThe Other Self and Memory"Free of charge Chihiro Minato (Professor, Tama Art University)Participants: 200 18July CSat)                                                               Participants: 58
LLChristmas Carols"
From carols sung in churches during the Christmas season to popular "The Aesthetics of `Utsushi (Copying)': The Myth of 'Original' lmages"
songs, this a cappella concert featured a range of festive songs, Atsushi Tanigawa (Professor, Kokugakuin University)
19 and 20 December CSat, and Sun,) 11:OO-11:40, 15:OO-15:40 25 July (Sat,)
Venue: Lobby of Main Building Participants: 87Organizer: Nanako Nishiyama, Shiori Hagiwara
Musicians: Manami Itakura (sop.), Ariko Kawakami (alt.), Yasuaki "The Morphology of Sentimcnt: Deciphering Aby Warl)urg's
         Ichikawa (ten.), Yujin Yamamoto (b,) Mnemos.yne"
Free of charge JuT) Tariaka (Associate Professor. Gradtiate School of tl)〈, Univcsrsity ofParticipants: 440 Tokyo)                                                               1 August (Sat.)
                                                               Participants: 72
3S
, Ite!V , , t zssS
                  ''
v"f'
A serics of lectures related to the exhibition "Ueredita dell' Iinpero Related to the exhibition "Iconomorphosis"
romano" 10 July (Fri.),7August (Fri,)"Augustus an(l the Birth of the Roman Empire" Atsushi Shinfuji (Curator, NMWA)
Masanori Aoyagi (Director, NMWA) Total participants: 64
10 O(/'tober (SEit,)
Participantsi 145 Related to the exhibition "L'eredita dell'Impero roinano"
                                                               9 and 30 October, 1IS and 27 Novemlxir (A]I Fri.)
"Greek Art aTi(i th( Roiiia[iS" Takashi lizuka (Associate Curator, NMW'J'X)Kyoko Haga (Associate Professor, Graduate School of Tohoku                                                               Total participants: 29i{University)
L)il Outober (Sat.)
Participat)ts: 90 Related to the exhibition "Frank Brangwyn"                                                               5 and 26 March 2010 (All Fri,)
"The Glorious Roman Empire" Sachiko Oguma (Guest Researcher, NMWA)Norio Matsunioto (Professor Emeritus, Tohoku University) Total participants: 59
li4 NoNeint)er (Sat,)
Participants: 114 iConcert
""Painted lmages c}f Ancient Rome: Interpreting History Paintings" Related to the exhibition "Le Corbusier and NMWA"
Dvlitsumasa Takanashi CCurator, NMWA) "Le Corbusier and the National Museum of W'( stern Art"
28 Noveinber (Sat,) Astrolling conca't of Xenaxis inusic clos( ly relatecl to Le Corbusier andParticipants:117 famous niusica] works froni Le C.orbusier's perio(l, played on various
                                                               percussi{/)n instruinents and five n)arin)bag.
A iecture reiated to the exhibition "Rome future dejavu" llji3.na:ed 2:,iJ,kljyY gll"g'il,.a,i,',(i EW.ehC,ibltl,?:XG/ ',./7i?.(,/vO(B2F)
"Freg Dial?gue between Director Aoyagi and HASHI (YaSUOMi organizerand Lecturer: Keiko Takii (Visiting Profcsgor. Tokyo Umversity
Masanori Aoyagi (Director, NMWA) Lighting Design: Kaito Office
HASHI(Photographer) Musicians: Takafunii Fujii'noto (Associate Professor, Tokyo UniverSitY Of
10 0ctob(r(Sat.) 16:OO-17:30 the Arts) and Sao Aoki, Hiroini Shinoda. Ayar]e Kuine, MisaParticipants: 83 Makino (Mari niba ensenil)le "quint")
                                                               Assistants: Ami Kaneko, Hitomi Kanno
A series of lectures related to the exhibition "Frank Brangwyn" Tickets: 1,500 yen
"Brangwyn the Poiymath" Total participants: 100
I.ibby Horner (Art Historian)
23 Februar〉,' (Tue.) 2010 13:OO-15:30 iProgram for the DisabledParticipaiits: ･48 Special Viewing Session for the exhibition "The Louvre"
llill,i,;{l,,il,if/W,:;l,ii･i:ii:,il;,"ICKII),ilte,C,`tir"] DeC('rati`'i] 'C'wards `i'e KNc"akLJ Cil,,e,F,val,,,?'i',vrel:),!,ilg,);,:g:.,;.t';5,',rg.e.X6'l:1ii;LtW.::",,Y,z,wg.':ww,.X]e L{)LiNie
27 Mar6h (Sat,) 201o Witl? Support from: Mitsubishi Corporations, [nc.Pa rticipants: 65 Participants: 204
                                                               -Architectural TournSlide Talks & Gallery Talks
txii is (){)-is 'i(), Atidit()riiim, free ()f ct)arge B,ei,a,::(l,E`i ,E h,,9 ,eX,P,lb, ]S,IO,n,`gL,e,,C,(]ll l',U,.?,i9r, ?,il,;,i, -N, l,)1, ,W,,""
                                                               Lecturers: Yoshiyuki Yamana (.Associate Professor, Tokyo Universit〉)' ofRelated to the exhibition "The Louvre" Science) and Hiroshi Matsukuma (Professon Kyoto Ir)stitute
10 and 24 April,8and 22 May (All Fri,) of Technology)Yasuyuki Takashiro (Assistant for the exhibition, graduate student, Keio Venue: NMWA Main Building and Tokyo Bunka KaikanUniversity) Free of ciiargeTotal participants: 514 Target: High school stud nts and older
                                                               Participants: 57
5c)
iCreativelExperiential Program "J.P. Getty Museum-The National Museum of Western Art, Jointly
Related to the exhibition "Le Corbusier and NMwA" Sponsored Symposium"
'"WIien Nobody is There: Focusing on Museum Archit(icture when the "SeiSMiC Mitigation forMuseum Co]Iections"
Museui'n is Closed" 21 July (Tue.) 10:3e-17:OO, L/'2 July (Wed.) 9i:so-1,5::so
Participants explored the Main Building's exhibition spaces with the VeiiUC: AUCIitOrium
lights out and took Polaroid instant pictures of pla(.･es tt]at caught their Ax{O(k)iJator: Jer}y Podany (Presidetit IIC, (1.S.A,)
intcrest. They then drew the surrounding space around the print from PaiielliStS:Roberto Garufi (Centro Regionale per la Progettazione e il
memoiy Restauro, Italy). Kimio Kawaguchi (Conservator, NMWA),17 August (Mon.) 9:OO12:oo, 14:oo-ls:oo Charles A･ Kircher (Principa] at Kircher and Associates,
i,,,/iit,fi:〉c:,¥,i/¥//g::/rgy,p,t`,x:A.,:txrsasip]Eig/)z:k)t?PmsprA'sri)" ,eeS.,g/i,g･g'?,2./i/eeg,S/li/ga,ltlj/}ci,i,/,n,'g.,1'i:e/l'8.ll,lilg/lii,'/i.,KS/i]lgil,iil,lipi/i,(It)lilii`tli,i･l,/Wii,IS,li)',Sll'
Total participants: 12 National Technical University of Athens, Greecc), Bilgen
"Tt'y to Make ThisiALife-Sized lulouse" SRUesnegaarYch(BIr?s[iiii:tieC,i TUuil.il)llTy)Kandilli ObSerVatOrY 1Earthquake
Aftcr looking for spaces in the museum that the participants found Free of charge
comfortable for their own bodies, they challenged tr)emselves to create Participants: 67
hous(is based on their own bodies, their own "life-size." They then took
tlici Iiouses out into the Museum's forecoui't where they enjoyed tea in
their houses.
13 and 14 August (Thu,&Fri.) lo:OO-17:oo 3) Family Programs
V(,nu{,: Workshop room. forecouit, Ueno park
[:ac"ilitator: Akira Suzuki (Architect, Professor, Kobe Design University) The Fami]y Program is a free program held on the second aT)(i fourth
Target:16-18year-olds Saturday of each month, aimed at children ages 6-10 andIrr(i(s of charge accompanying adults, Two different prograins, "Bijutool" an(/l "`DoyoTota] participants: 14 Bijutsu" (Saturday art workshop), were conducted by n)embers of the
                                                               Education Department staff and Volunteer staff.
iI)enionstration of Print Methods
Relate(t to the exhibition "Iconomorphosis" -Bijutool
"(-opp(irplate Print Methods" Bijutool isaportable educational kit used by visitors to enjoy l)aintings
18 ,Vtily (Sat,) 11:OO (approximately 40 rninutes) aiid S(:UiPtUreS. al .the mutieum, Each Bijutool contains (iifferent tools,
"IAthographic Methods" gaMeS, aiid aCtiVitieS fOr different artworks. It encourages children (ages
(Ti(1i:g::ti':i,{,r;"::`vl,Jkiil`2'"i,kiii,ili/illli/V":titrZne:･ff:,%,,iiii,gi,IT'oky()unixersityofthe if:/sul':,ill:l/lsl.1./.i,il./isiiiii/Tid,Slil;):e,g,W,uYicwr,iiitiiiiitieLhr?rsgvi]8ntROyb8gsfgFkf?tk"wiigsreii(r?ft
Fr(,(i ol' {'harge ''1'otitl p"rticipants: t')l                                                               -Doyo Bijutsu (Saturday art workshop)
esymposium This program consists of art appreciation in the Museum Collection                                              . Galleries and creative activities in the workshop room, Three programsR(t[ated to the exhibition "L'eredita dell'Impero romano                                                               were run during this fiscal year.
"'Ilic' Attgustan Worlcl Strategy"
li} S{,pt(in)1)er (Sat.) 13:130-16iOO, Auditorium "Bow-wow Wonderful Museum"
1'an(,listt : 1〈osaria Ciardiello (Universita degli Studi Suor Orsola This program focused on dogs depicted in paintings at the museum.
        Benin(:asa, Napoli), Lucrezia Ungaro (Director. Museo dei Fori After enjoying a stor〉i about a dog in a painting, families went into tl)e
        lmperiali), Umberto Pappalardo (Professor, Univu'sita degli gallery to ]ook for the dog in the stor〉t. They also looked at dogs in otl)er
       Studi Suor Orso]a Benincasa, Napoli), Masanori Aoyagi paintings. At the end, they created their own dog by using paper bags
        (Director, NMWA) and other materials, (This program was repeated five times.)l'arti('ipants: 109 11 anc1 25 April.9May                                                               10:OO-11:130, 14:OO-15:30 (a.m. only on 25 Apr.)
                                                               Total participants: 69
'
s
iiir.
,
i･･ k'zi'
            "Rediscover the NMWA building!"
,x:. After examining the concrete walls and posts of the Man} Building,
            families inade papei'weights out of concrete powder mixed NNtith water,eq
While their paperweights were diying, the fainilies returned to look at
10:OO-12:OO, 14:OO-16:OO
gal]eries that iv'arious artists had creat(L-,d with 〈iifferent tools and
      ･'. ' g. g '' ,, .
10･OO-1)･OO l4･OO-16･OO
Total partic.'ipants: 1 15
lO
4) School l'rograms 5) Volunteer Activities
-School Giillery Talk Th(` ivfalunt(x`r slafi's activiti(i: liav(s c'c,nt(ir{s(l on Famil.s' Program, School
This rcit ervntion-oiil.v t)rogram involvc'd grottp lotn's ol' lhe Mttseum Galk'r.v 1'alk, Arl Talks an(i Archilectural Tours, 1"beiv･' have also
('o]1(,{'tion Gitll{,ri(,s, 1(id t)riTnaril.i,' l).i,' volttnt(L(n- staii m(iml}('r: , parti('ipal('d in traitiing, scissiuns IK'1(i througliottt thc, y(iar in orcler to
  IInd(,r (i yvars old: ･11{ (L) groups) iu'{luire tlie ktioNN'1('dgci and techniques n〈,cess"i〉' tor their activ'ities.
  1'rima])' School (ag('s 7 to 12): 1,OL)(l (1'] 1 grottps)
  ,hmiorlligh School (agths lll to l5): 719(L'9gro-tps) -Activities
  Oyer 16 .yc,ars oki: L)･1[)(10grotips) Fatnily l'rogranis lSee "IS) Fanii].v l'rograms"]
Total pntlicipanls, 2,OIS7 (72 groUP"s) school Gallei'x･ 'I'alks [See "1) Sd)oel l'rogtan)s"1
                                                               Art '['alks [Suv "1 ) I'Fograiiis Rcilat(i(i to th(i 1'(inrian()i)t ('ollection"1-Sci)oo) Slide Talk .',iii,llS,,"il'll;,'{'ill.'lll`l!llll･l,k'ilLXI.lil'i.5g,rEii'f,,i,i,IV,:il,Xk'`i,,i'lliL.'〈x,!k?ii,,E',c:i,EA;'; :,c:i}:,s:ci:Lf ()1,,']iii,i,lii,;t"i'"iii 'i'('Lirs [S"'" "i) i'r()gritiiis }〈(iiat(･(i t{) tiie perm.,,,t
Agltiseum Colk'ction Galleries or special exhibitions, Thes( talks were (')theri COi]dttCtc'd gallery talks an(l architeutural tours foradults during
aimvd at large-sca]e audienc'es ancj held in the Lecture l-Ia]1. the "Fun Day .'i.)O09" ei,'ent
  l'riinaiy School (aged7to 12): 440 (5 groups) COTIdUcted "10-n]inuite Talks" for adults during the NMWA's
  Jtinior High S('hool (aged 13 to 15): 571 (5 groups) Ch ilistniEis ?rogram Week
., Over 16years old: 259 (2 groups) iTiitSaS(iiSete611hX.ill:lillil]Csi//tLc?it31)g thC} (irol)-iii ('l)ristmas Program "Hand-
Iotal participants: 1,270 (12) groups)
                                                               iTraining and MeetingsiMuseum Visits for Extracurricular Activity
These group visits involved mi(ldle school and high school students in i3 APril (Fri･) Le('tu.re "LConducting Tours for Adul!s"I Brief
('oordination with their Integrated Courses at school, The Education OVet"v'iew of Schoo] Galletlyi Talk, Doyo Bijutsu and
staff members guided these groups, and provided infc)rmation regarding BijUtOOI
acurator'sjob.art works, and theart museum itse]f. 2S Apri] CSat.) Observatiot] of Galler.y Talk for adults (for new
  Junior l-Iigh Schooi (ages 13 to 15): 513 (12 groups) staff)
  Over 16years olci:30 (S groups) Orientatiorv Procedttr( an(l brief overview ofTotal participants: 813 (17 groups) conclu(:ting the upcoming progran) Art Talks
                                                               16 May (Sat.) Practice Architectural Tours con(iucted by newiTeachers' Programs staff m(iml)ersThis prograin has been designed for elei'iientaiy, Tiriiddle school, and Oi'iciiitEition: I'roc' c,'dure aiid l)rief ox,,erxiiew of
high school teachers and other educational staff members. The prograrn conducti"g the upuomit)g program Ar(:hitectural
inc'ludes a bri(.f oveta,iiew of the exhibiti(/}n's cc)ntents, discussion of a Toui-s
few works on display and free entiy to the exhibition, 7June (Sun.) Practic'e Art Talks by neNv staff men'ibers
All 18:OO-18:40, ALiditorium,free ofcharge 18June (Thu.) Practice Doy,o Bijutsu program "Rediscover the
                                                                               NMWA building!"
Related to the exhibition "The Louvre" 26 November (Sat,) Practice Doyo Bijutsu prograin "How Did They Paint
Akira Kofuku (Senior Curator, NMWA) 12 Decei'nber (Sat.) Print Workshop (Engraving and Etching) by
Participants: 74 Tomiyuki Sakuta (1'okyotJniversity, of tlie Arts)(Exhibition viewiiig only: 35) 13 December (Sun.) Repeat of 12 Dec. program
                                                               30 January (Sat.) Orientation: l-low to conduct a Bijutool prograin
Related to the exhibition "Veredita dell' Impero romano" 25 February CI"hu.) Review of School Ga]Ier〉r Talks20ctober (Fri.) 20 March CSaO Annual MeetingTakashi Iizuka (Associate Curator, NMWA)
Participants: 41
(Exhibition viewing only: 18)
                                                               6) Internships
Related to the exhibition "Frank Brangwyn"19March(Fri.), 2010 AS Pai't Of itS Missi()ii to develop human resources in areas related to
ee',?Sfi?,11,i;Y,℃/;,:S,".l:tl.iigww,.fti, ¥//:,f:Siii,t{/[l,iilg.in,,tf,`l;d,g･g:,rc;I:,?:'i.,,ii',gW,//i,;i'l'rlgi,ILvlb,i,:i'fis?t14,f,t}e.1tslri,;iif/igl'Xl,stg,,7'e'bdg;,/k.lel-
                                                               n)useum art works and assist with the p]ai)ning of exhibition-related and
-Teachers' Summer Seminars educational programs, with each intern taking part in hands-on work in
11 (Thtt.) and 26 (Fri.)June 14:OO17:OO their own specific area ()fspecialization,
Venue: Museuin of Contetnporaiy Art .                                                           [Ecluc:ation]Free of charge
Organized with Tozuken, tl)e National Museuin of Modern Art, Tokyo Iiiteri]S: Mariko Suzumura, Moe Yarnamoto, Chiaki Sugazaki, Aiko Suga,
and the Mus( um of Conteinporary Art, Tokyo. Kyo FLikudaParticipants: 60 Ten'n:IApri1 2009-31 March 2010                                                               Supei'xiisor: Yoko Terashinia
28 December (Mon.) 9:130-16:OO Training Program: I. Program-making on the Main Building architectureVenue: NMWA 2. Assisting with assembling resource materials onFree of charge construction of the Main BuildingOrganized with Tochul)i and the Nationa] Museutn of Mc)dern Art,
Participants: 39 Intern: Junko Oku}nura                                                               Term: 1 April - I30 September
iOther seminars SUpei'visor: Na()ki Sato
Participants: 44 (4 groups)
}1
Training Program: Assisted with assembling resource materials related to
              works in the collection and (:atalogue con]pilation.
7) Cooperation with Other Institutions
-Off-campus Course for the Tokyo Metropolitan Asuka and Oizumi
Sakura Senior High Schools
12 June (Fri.), 25 September (Fri.) and some dates from the programs of
the exhibition "Le Corbusier and NMWA",
Participants: 11
.Tokyo Metropolitan Ueno High School Volunteers
8July CWed,), 10 (Thu.), 14 (Mon.) and 18-20 (Fri.-Sun.) December
Helped with the Christmas program.
Participants: 5
iCooperation with the Graduate School of Humanities and
 Sociology, University of Tokyo
Term: 1 April 2009 -31 March 2010
This program sought to deepen the understanding of Cultural Materials
Research specialists in this program and carry out mutual exchange on
research and educ:ation.
8) Publications
-Exhibition Catalog [See "Exhibitions"]
-Exhibition Brochures
"lc(i}i]omorpt'iosis"
"Uere(iitii dell'IJnpero romano"
"Frank Brai)gwyi)"
iJunior Passports
Exhibition guide for primaiy school and junior high school students:
"Ic'onomorphosis"
"L'ereditii dell'Impero romano"
"Franls; Brangwyn"
-Zephyros
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